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留学生から後輩へのメッセージ
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私は来日して四年間の間、日本語と大学の知識だ
けではなく、日本の方 と々の交流、会話を通じて、日本
の習慣や文化の理解も学びました。
この経験で、台湾での国際ビジョンを変えました。
将来、日本や台湾での就職、また人生経験にもプ

ラスになるはずです。

福 島 大 学

お名前

台湾出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

Messages from an international student for the future students

江 沛勲
コウ　 ハイ クン

私は日本に留学することが楽しいです。
なぜなら、新しく経験を得るほかに日本の食べ物も

とてもおいしいです。

オ・ミン・ヨン

日本大学工学部

お名前

マレーシア出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

生活は努力と進歩によって美しくなるものです。
（リーさんの好きな言葉）
私は、博士課程で学ぶため、日本に来ました。会津

大学で一生懸命勉強して、いい結果が出るようにが
んばります。

リー・ジェンニー

会 津 大 学

お名前

中国出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

福島大学に来る前に、まず漢字の練習をたくさん
やったほうが良いと思います。
ここでの授業は外国語の授業を除き、いっさい日
本語を使うわけです。勉強する良いところと言えば、
福島は良い場所だと思います。
ここに住んでいるときに日本人以外に外国人も多
いので、ぜひ皆としゃべって、福島のLOCAL事情を
知ってほしいです。
授業以外にボランティア活動に参加するのもお
勧め！

ン・レイ・ション

福 島 大 学

お名前

マレーシア出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

（所属校）

（お名前）

いわき市は日本の小さな町ですが、地理的にきれ
いで静かで美しいです。
ここに住んでいる日本人が親切です。

ギリ・タラナタ

東日本国際大学

お名前

ネパール出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

自立したいから日本に来ました。
日本は安全な国だし、先進国なので留学しようと
思ったのです。
大学で勉強しながらボランティアや弁論大会など

に参加し、とても充実した学生生活を送っています。
これから日本の文化も学びたいと思います。

ズィン・モーウェイ

東日本国際大学

お名前

ミャンマー出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

私は日本の文化が大好きなので、会津大学で勉
強できることがうれしいです。
とてもきれいなキャンパスの中で、日本人学生と一
緒に学ぶのはとても楽しいです。
また、大学のまわりを歩いて、地元の歴史について

も学んだりしています。
そして何より、こんなにたくさんの雪を台湾では絶
対に見ることができません！
ぜひ、会津大学へ来て下さい！

シュエ・チエンユン

会 津 大 学

お名前

台湾出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

去年、私は受験した時、初めて福島に来たので
す。もともと、福島大学は第一希望ではなかったです
が、こちに来ると、先輩たちが家族のように迎え、パー
ティーをやっていただきました。
そして、福島の皆さんも外国人にやさしく交流して

くれます。
今、福島に来たことが、よかったと思います。
皆さんに福島で会うのを楽しみにしています。

ダム・クワン・マン

福 島 大 学

お名前

ベトナム出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

私は工学の留学生として日本に来ましたが、フィリ
ピンとフィリピンの文化について、何回も発表しまし
た。私が想像もしなかった多くの相違点と類似点見
つけました。
これのおかげで、自己と国の文化に関しての知識
が増えたのかと思っています。
それで、日本に来たら、工学や科学を学びたいあな
たは自己をもっと学んで見つけるかもしれません。

カニエテ・ルイス・ヘラルド
ジュニア・サンチェス

福 島 大 学

お名前

フィリピン出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）
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ここには繁華な大都市ではない。
ここの冬には同じように雪と風が激しい。
しかし、ここには最も明るいと最も頑張る笑顔を
持って明日へ迎える。
ここにもチャンスとチャレンジが共存している。

張 彬

日本大学工学部

お名前

中国出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

日本に来て5ヶ月くらいたった時、大きい地震があ
りました。
しかし、日本人達は外国人を自分のことのように助
けてくれました。東日本国際大学の先生達も留学生
を大切に守ってくれました。
だから、私達は安全に今まで過ごせています。先生
方、本当にありがとうございます。

ミン・ゾー

東日本国際大学

お名前

ミャンマー出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

私は最初、福島に来ったのきっかけは、福島の名
物－ももに興味があったから。
3年たったの今、私に印象を残ったのは、福島の
新鮮な空気と静な学習の環境。
ここで留学したのは本当によかった。

呂 志剛
ロ　　 シ　ゴウ

福 島 大 学

お名前

中国出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

私は日本に来て4ヶ月になります。
ここ会津は、冬になると真っ白な雪で覆われる、と
ても美しい街です。
また、歴史でも有名な“サムライ”の街でもあります。
会津の人は礼儀正しくてとてもやさしいです。
もし機会があれば、是非会津若松に来て、真の日
本を体験してください。

ヴォン・ヴィエット・マイ

会 津 大 学

お名前

ベトナム出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

日本では自立して、自分の夢をつかむことができま
す。自分の努力が全てです。
また、日本人はとても親切です。留学生と交流し、
留学生を支援する活動はたくさんあります。
また、日本で会いましょう。

チャン・ティ・フェ

福 島 大 学

お名前

ベトナム出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

私は福島市に暮らしていることを誇りに思っていま
す。留学生なので、当然日本人の学生より多くの努
力が必要です。日本での留学生活は決して容易では
ありません。
しかし、福島の親切な人々、とくに大学の先生方、
職員、学生たちのおかげで楽しい生活を送ることがで
きます。

ルハガワスレン・
ウーガンスレン

福 島 大 学

お名前

モンゴル出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

（所属校）

（お名前）

日本は頑張れば必ず自分の夢を実現できる所だ。
この美しい福島で夢のために頑張ろう！

オーマル・ムザパル

福 島 大 学

お名前

中国語 ウイグル語

中国・ウイグル出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

私は福島県郡山市に4年間いました。福島県の
空気がきれい、静かな環境です。
大都市に比べ、物価が安くて、周辺の住民たちも

親切です。ここは、勉強及び生活にふさわしい町だと
思います。
福島県に留学しようと考えているあなたへ。
留学に来て、専門知識を学ぶだけではなく、日本

の文化も理解し、日中友好関係に自分の力を注ぎま
しょう。

アイ     トウ  コク リュウ

艾 東克隆

日本大学工学部

お名前

中国出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

こんにちは、私は留学1年次の学生です。
3.11東日本大地震による原発がありましたが、福
島人たちはいまだにも平和で力強く生いています。
来る前には、とても不安でしたが、今はみて感じる

ことが多いです。福島だから学べるのも得られるのも
多いです。値打ちのある経験をしています。心配も多
かったですが、来てよかったと思っています。
みなさんも一度来て、直接みて、聞いて判断してみ

てください！

キム・ボス

福 島 大 学

お名前

韓国出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

日本は技術やマナーがとても優れた国であります。
共に日本の技術を学び、母国の発展に役に立つ
人間になるために頑張りましょう。

ダンダル・トルガ

日本大学工学部

お名前

モンゴル出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

みなさん、こんにちは。
私の名前はドラムスレンです。
私は福島県いわき市の東日本国際大学で勉強し

ています。
いわき市は天気もいいし、物価もやすい。生活して
勉強するにはとてもよい町です。
なので、みなさんこの学校に来て、楽しい時間をす

ごしてください。

グンレッグ・ドラムスレン

東日本国際大学

お名前

モンゴル出身国

（日本語訳）

（所属校）

（お名前）

※この校正紙はプリンター出力です。実際の印刷とは色が異なります。



1

5

2 3 4

ふくしまの留学生と国際交流 2012
CONTENTS
International Students of  Fukushima Prefecture and International Exchanges

1 ふくしまの未来を拓く「強い人材」づくり共同教育プログラム
文部科学省　大学間連携共同教育推進事業

留学生から後輩へのメッセージ巻頭特集

4
福島大学

会津大学

福島を発信することで、世界とつながる

ACFグローバル教育推進プログラムとの協働
ふくしまの現状、魅力を世界に発信
東日本国際大学

日本大学工学部

留学生への就職支援

将来は外資系の企業に就職したい！

4

5

6

7

各大学の取組

日本から海外へ、海外から日本へ

8

12

8

12

●ルール大学ボーフム交換留学体験記 ～ドイツでの生活について～
福島大学 行政政策学類 ３年　田中 真衣

●美しい福島 ～福島での出会い～
福島大学 経済経営学類 ２年　許 傑弟 ［中国］

10 ●JASSOプログラム最終報告書
会津大学　ドナ マーシュ ［アメリカ］

●日本で学んで
東日本国際大学　エヴァン セティオソ ［オーストラリア］

●素晴らしい留学体験
日本大学大学院 工学研究科 機械工学専攻 博士前期課程 1年
プラワットローイ ノッパドン ［タイ］

●私の心の中の日本
東日本国際大学　李 琳 ［中国］

11

●研修報告（ローズハルマン工科大学）
会津大学　大野 綾香

9 ●世界で学び、研究し、故郷の福島に貢献したい
日本大学大学院 工学研究科 博士前期課程3年 機械工学専攻 サステナブルシステム研究室
永澤 和憲

留 学 生
関連資料

外国人留学生の受け入れ状況
出身国・地域別留学生数

13 地方別・都道府県別留学生数
福島県内高等教育機関における 外国人留学生の受け入れ状況

14 国・地域別外国人留学生数
15 私費留学生の奨学金別受給状況
留学生の寄宿状況

16 平成２4年度 福島県内高等教育機関における
研究・教育交流協定締結校名

課題探求・解決力を
持つ人材

背　

景

地域のステークホルダー
（県、市長会・町村会、経済諸団体）
からの地域人材の育成に対する

大学等への期待

強い人材とは・・・
これからの地域産業・地方自治体等の専門職業人として長く活躍できる人材

×＝ ×
日本から
海外へ

海外から
日本へ

ふくしまの未来を拓く
「強い人材」づくり共同教育プログラム

文部科学省　大学間連携共同教育推進事業

　我が国を取り巻く社会・経済環境は極めて流動的・不安定で、特に若い年齢層は過酷な環境に置かれています。また、
福島県では、少子化・人材流出等による県全体の競争力の低下が深刻です。そこで、県内の高等教育機関が単独の力
だけでは切り抜けることができない課題に対して大学間の連携により取り組み、逆境を乗り越え専門職業人として長く活
躍できる「強い人材（課題探求・解決力を持ち、情報発信力が高く、つなぎ・導くことのできる人材）」を育成し、地域にある
高等教育機関としての役割を果たします。

福島大学（代表校）、会津大学、福島県立医科大学、いわき明星大学、奥羽大学、郡山女子大学、東日本国際
大学、福島学院大学、日本大学、放送大学、会津大学短期大学部、いわき短期大学、郡山女子大学短期大学
部、桜の聖母短期大学、福島学院大学短期大学部、福島工業高等専門学校

取組大学

取組の概要

地域の産業諸機関との連携
ですすめるモデル的教育
プログラム

地域の意識＝

地域人材
育成の危機

成果：この取組で育成する人材像

ステークホルダーと共に取り組む内容

各プログラムを支える教職協働の高度化→大学教育の質を保証するモデルの開発
「開かれた内部質保証システム」のモデル開発

地
域
と
と
も
に
行
う

大
学
間
連
携
共
同
教
育
推
進
事
業

地域産業における
課題を題材にした教育

逆境を逆手にとった
「強い人材」の育成

市民生活における
課題を題材にした教育

大学生が発信する
「入学前教育」

中高生に向けた
大学生による情報発信

グローバル教育推進
プログラム

海外との交流、
海外への情報発信

◆県内の優れた人材の県外流出・県全体の競争力の低下
◆少子化・財政ひっ迫による諸困難と社会システムの機能
不全

東日本大震災・福島第一原発事故
によって加速・深刻化

現状

地域に
必要とされる

優秀な人材
を県内各地へ
そして
世界へ

つなぎ・導くことが
できる人材

情報発信力の
高い人材

確かな学力と人材育成のために、常時フィードバックを行い改善

強い
人材

1
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ａ）「あえてたいへんなことをさせる」教育プログラムの開発・実施

ｂ）地域産業界のニーズに沿った卒業研究やゼミナール活動

ｃ）地域との連携にもとづいた現場実践教育の推進

ｄ）就職活動のストレス対策

ａ）災害復興をテーマとしたエリアキャンパス・プログラム（ＡＣＰ）

ｂ）災害ボランティア活動を通じた学生の教育

ｃ）「福島学」から「福島復興学」への展開

ａ）大学生が発信する高大連携

ｂ）学生とともに行う科学技術教育

ｃ）「ふくしまの大学」のバージョンアップ

ｄ）県内合同大学説明会の開催

ｅ）放射線の状況・対策に関する情報発信

ａ）ショートステイコース実施による日本人学生のグローバル教育

ｂ）留学生受け入れ態勢の整備

ｃ）「外国人が来る」福島のための海外向け広報

ｄ）NAFSA（Association of International Educators）へ共同参加

ａ）地域の期待を反映した学修成果の設定

ｂ）学修の基盤となる初年次教育プログラムの開発

ｃ）人材育成を担う「教職協働」体制の高度化

①地域の産業諸機関との連携の下で
　すすめるモデル的教育プログラム

②逆境を逆手にとった
　「強い人材」の育成

③大学生が発信する「入学前教育」

④グローバル教育推進プログラム

⑤「開かれた内部質保証システム」の
　モデル開発

事　業　名 事　業　内　容

他のプロジェクトについてグローバル教育推進プログラムについて

ａ）ショートステイコース実施による日本人学生のグローバル教育
　短期間の日程で福島県を訪れる外国人学生と県内の学生が交流し、県内各地域で生きた知識を学びあうことに
より、日本人学生へのグローバルな教育効果を高めます。

ｂ）留学生受け入れ態勢の整備
　留学生と日本人学生によるパネルディスカッション大会など、日本と海外の文化の多様性を相互理解するための
企画を実施します。この冊子「ふくしまの留学生と国際交流2012」も、こうした相互理解を深めることを目的に作成
しました。
また、地元企業インターンシップや就職支援により、留学生が福島で就業するための仕組みを構築します。

ｃ）「外国人が来る」福島のための海外向け広報
　地域と対象を厳選したうえ海外での「福島セミナー」を開催します。また、重点国の教育関係者を福島に招待し現
状を知ってもらう見学・交流会を企画します。

ｄ）ＮＡＦＳＡ（Association of International Educators）へ共同参加
　日本および福島における放射線の現状、および「復興」に向けた教育事業を、正確なデータとともに世界に発信
します。

　福島県における現下の教育問題は、限られた特定の課題だけを追求・解決することによって対処できるものでは
ないと考えています。中長期的に取り組むとするなら、ある程度広範囲な領域にわたる事業を系統的・計画的に展
開していかなければなりません。この取組のテーマである「強い人材の育成」を実現するため、以下の５本の柱を立
てて臨みます。

この事業は、世界中に「ふくしまの今」をアピールし国際化を進めます。原発事故によってマイナス・イメージが生まれて
いる福島県から、積極的な情報発信を行い、併せて留学生の学習環境を整備していきます。
これにより、国際的スケールでの「風評被害」を払拭して地域全体の復興に資するだけでなく、国際的人材の供給にも
貢献することができると考えています。

事業の目的

事業内容
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福島大学国際交流センター　2012年4月～2013年3月までの主な行事（実施場所）

福島大学 福島を発信することで、
世界とつながる

各大学の取組
The activities of each university

in Fukushima

会津大学

福島大学国際交流センター
（Fukushima University International Center略称：FUIC）

会津大学 国際戦略本部
川口 立喜

ACFグローバル教育推進プログラムとの協働
ふくしまの現状、魅力を世界に発信

復興への過程が長期化する中、原発の事故による風評被害
への対策もまた、重要な課題の一つであるが、容易に払拭できな
いのが現状である。しかし、ふくしま、会津大学の現状を世界に発
信することが、これから私たちができること、すべきことであり、今
後もふくしま、会津の特性を生かし、地域との連携を深め、留学生
支援、グローバル人材育成に取り組んできた。ここでは、その活
動について紹介したいと思う。

１．ふくしまを発見、世界に発信し隊
東日本大震災や原発事故による影響が福島県全土に及ぶ
中、人口減少と高齢化のさらなる進展が懸念される過疎・中山間
地域において、集落が本来有している住民同士の絆や相互扶
助の精神、地域固有の伝統文化や慣習、美しく豊かな自然や景
観といった地域の「内なる力」を維持・強化するため、大学生を集
落に派遣し、大学生の持つ新しい視点や行動力、専門技術・知
識など「外からの力」を活用することによって、集落の『地域力』を
再生・育成し、地域の復興と振興を図るプログラムに本学の日本
人学生、留学生がチームを組み参画している。
会津若松から2時間のところに位置する集落を１カ月に2回、3

回訪れ、その地域に伝わる風習、文化の体験を通して地域、集落
の魅力を発見し、その情報をウェブサイト、ポスターをとおして世界
に発信している。メディア等でネガティブなイメージが広まっている
中、地域の方 と々信頼関係を築き、地元の方、日本人学生、留学
生の生の声が風評被害、ふくしまのファンを増やす良いきっかけと
なる。今後も地域の方 と々協働して、魅力的なふくしまを発信、海
外から留学生、多くの人が訪れやすい基盤づくりをしていきたい。

２．各国の国際交流担当者への情報発信、ネットワーキング
各国の大学や研究機関との派遣受入プログラムを推進する

に当たり、国際交流担当者との信頼関係、相互理解は不可欠
であり、情報発信源として重要な役割を担っている。電子メール、
テレビ会議等でやり取りをしているが、直接互いに訪れ意見交換
することにより、更なる関係を構築することができる。
KAIE（Korean Association of International Educators 
韓国国際教育担当者協会）の年次大会が実施されるのにあた
り、JAFSA(Japan Network for International Educator 日本
国際教育交流協議会)より特別セッションにおいて「会津、ふくし
まの今」について各国の国際交流担当者に理解を深める機会
を頂いた。
事例発表にとどまらず、韓国や台湾などにおける国際交流と
海外促進の取組についても新たな知見を得た。また、留学生支
援に関する共通課題を意見交換し、相互理解を深めた。特に、

韓国、台湾の国際交流担当者が留学生支援に取り組む熱意に
感銘を受け、共に将来のアジアにおける留学生交流を促進した
いという思いを新たにした。
発表内容として「Lessons Learned from the 3/11 Tohoku 

Earthquake: Understand How to Provide a Better Crisis 
Support for International Students」と題し、震災後の危機管
理対策、留学生支援、効果的な情報発信について事例を説明し、
あわせて動画により留学生の声を伝えた。
例えば、震災後も断続的に続く余震、原発事故、錯綜するメ

ディアの情報が留学生の不安を煽っていた状況において、現地
に残った留学生と教職員からの客観的に捉えた情報発信が留
学生を安心させるために最も効果的であった。
また、危機管理対策の観点から、入学時の留学生オリエンテー

ションにおいて、震災を経験した学生を一緒に参加させることで、
災害が起きた場合の具体的な対処法やそれぞれの体験談を共
有した。さらに、キャンパス・ツアーで避難場所を確認するなど防災
意識を高め、日常的な危機管理の重要性について強調した。
発表前、「ふくしま、大丈夫？」という懐疑的な声が多かったが、
発表後、参加者の意識が変わったことを実感した。会場において、
各大学の危機管理、留学生支援のベスト・プラクティスを共有す
るなど、留学生交流を担う実務者間のネットワーク形成に参画し、
相互理解に努めた。
今後もＡＣＦの加盟大学と協力し、ふくしまの特性を生かした魅

力ある国際交流プログラムを構築していきたいと思う。
最後に
これまで国際交流・留学生担当の業務を通して、学生が抱え
る問題、ニーズに接し試行錯誤しながら留学生への支援を行っ
てきた。この中で、大学組織としての受入体制の充実、地域の
方 と々の連携が不可欠だということを痛感している。日常的に煩
雑する問題を解決するだけでなく、大学および地域の方 と々の交
流、ニーズを通して支援システムが生まれ、さらなるネットワークを
構築することができると考える。今後も学生、教職員、地域の
方 と々のリエゾン的役割として活躍したいと切に願う。
また、平成25年度に会津大学開学20周年を迎えるに当たり、
海外の協定大学からの学長を招いてのシンポジウム、ACFに加
盟している日本人学生、留学生によるパネルディスカッション等、
様々な国際交流活動を実施する予定である。ぜひ、ふくしまに足
を運んでいただきたいと思う。

　福島大学国際交流センターは、海外の大学等との学術交流
及び学生交流の企画・推進、留学生教育の企画立案及び教育
研究面での国際交流を図ることを目的として、平成２４年４月に設
立されました。留学生の派遣及び受入れ、短期留学プログラムの
企画・立案、留学生の修学上及び生活上、修学環境の整備及
び充実に関するサポートを行っています。
　「ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ」は世界共通語となったと言えるほど、東日本
大震災と原発事故は海外メディアの注目を浴びました。そのた
め、震災直後から世界中の関心が福島大学に寄せられており、
奨学金や、福島でしかできない研究交流・学生交流・学習機会が
数多く生まれています。これまでの国際交流は、どちらかというと海
外の文化を体験するという側面が大きかったのですが、震災後は
「海外へ福島の情報発信を行う」という新しい意義が加わりまし
た。国際交流は、学生にとって、世界を知る絶好の機会と言えま
す。また、福島大学では、短期プログラムなどで来県する留学生や
研究者が例年以上に増えており、それらの学生やプログラムをサ
ポートする学生ボランティアなどの輪も広がっています。

各大学の取組
The activities of each university

in Fukushima

留学生日本語補講（福島大学）
＊留学生を対象とした日本語補講を水曜の午後に行いました。

5/9～11/21

留学生対象就職セミナー実施（福島大学）
＊日本での就職活動にあたり、留学生が必要な基本知識や心構え
について、全６回に渡って学習しました。

7/18～11/21

福島大学外国人新入留学生歓迎会（福島大学）
＊福島大学外国人留学生後援会主催の歓迎会を行いました。

5/16

ふくしまベトナム友好協会・フォンドン大学学生来学（福島大学）
＊フォンドン大学学生２名が本学学生と交流を行いました。

7/23

ソウル市立大学サマープログラム学生２名参加
（ソウル＜韓国＞）
＊韓国語や韓国文化について学び、現地の学生とともにアクティビ
ティに参加しました。

8/4～8/22

クイーンズランド大学短期語学研修学生16名参加
（ブリズベン＜オーストラリア＞）
＊ホームステイをしながら、語学研修に参加し、最終日には「震災後
の福島」についてプレゼンテーションを行いました。

9/1～9/23

河北大学訪問（保定市＜中国＞）
＊交流協定校である河北大学を本学国際交流センター長が訪問し、
大学関係者と意見交換を行いました。
北京留学フェア参加（北京＜中国＞）
＊北京で開催された留学フェアでは、66名の方が福島大学ブースを
訪問されました。

8/28～8/29
コロラド州立大学研究者来学（福島大学）
＊コロラド州立大学より研究者の皆様が来学され、震災後の福島の
状況等について、本学学長らと意見交換をされました。

5/18

前期留学フェアウィーク（福島大学）
＊協定校や留学についての情報提供、相談会、留学経験者による
座談会を実施しました。

5/21～5/25

NAFSA2012年次大会参加（ヒューストン＜アメリカ＞）
＊NAFSA（国際教育交流協議会）年次大会で、震災後の日本留学
についての発表や、交流協定校担当者と意見交換を行いました。

5/27～6/1

駐日ルーマニア大使来学（福島大学）
＊セルバン駐日ルーマニア特命全権大使が来学し、学長および学生
らと意見交換を行いました。　

6/20

メルボルン大学講演（福島大学）
＊メルボルン大学リチャード・ジェームス氏らにより講演「豪州における
学士課程教育改革と質保証の取り組み」が行われました。

9/10

国際理解講座（月輪小学校）
＊留学生5名が国際理解講座を担当し、各国の「あそび」について
紹介しました。

9/18

ハノイ・フィルハーモニー管弦楽団員来学（福島大学）
＊ハノイ・フィルハーモニー管弦楽団員と福島大学生がアンサンブル
を行いました。

10/4

MEDICA2012（デュッセルドルフ＜ドイツ＞）
＊MEDICA（国際医療機器展）で出展企業とともに研究成果発表
に参加しました。

11/14～11/17

後期留学フェアウィーク（福島大学）
＊留学に必要な費用・留学の形態・各国の特徴などについて、説明
会がありました。

11/28～12/４

MD&M WEST2013（カリフォルニア＜アメリカ＞）
＊MD&M（医療機器関連展示会）で、他大学とともに研究技術紹介
を行いました。

2/12～14

学生企画「坂本達さん講演会」（コラッセふくしま）
＊福島大学生による国際交流企画の一つとして（株）ミキハウスの
坂本達さまをお招きしました。

2/15

IRSN次長来学（福島大学）
＊IRSN（フランス放射線防護原子力安全研究所）次長らが来学さ
れ、放射線関連の取り組みや除染状況等について、本学副学長
（研究）らと意見交換を行いました。

7/11

駐日アメリカ大使来学（福島大学）
＊ルース駐日アメリカ大使が本学を訪問し、学生らと意見交換会を行
いました。
学生企画「安田菜津紀さん講演会」
＊福島大学生による国際交流企画の一つとして写真家の安田菜津
紀さまをお招きしました。

6/27

ライスレイク親善団・三春町国際交流協会来学（福島大学）
＊アメリカウィスコンシン州から三春町とゆかりのあるライスレイク親
善団が来学され、放射線防護セミナーでの意見交換や学内視察を
されました。

6/22

Fukushima Ambassadors Program I
＜ミドルテネシー州立大学学生受入短期プログラム＞実施
（福島市、相馬市、会津、いわき市）
＊10名のアメリカ人留学生が参加し、東日本大震災後の福島の復
興の様子について学びました。

6/6～6/13

Fukushima Ambassadors Program Ⅱ
＜アルバニー大学学生受入短期プログラム＞実施
（福島市、相馬市、会津、いわき市）
＊９名のアメリカ人留学生が参加し、東日本大震災後の福島の復興
の様子について学びました。

1/8～1/18

▲ミドルテネシー州立大学
　学生受入

▲福島大学外国人新入留学生歓迎会

▲後期留学フェアウィーク ▲留学生就職セミナー
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東日本国際大学

留学生への就職支援

　近年、企業の海外進出や国内の労働人口の減

少により、外国人留学生の活用において、積極的に受

入る企業が増えている。企業側の考えでは、日本人学

生と異なるバックグラウンドを持っていることや留学生

ならではの発想が重要だという。一方、留学生としては、

以前、大学卒業後、大学院への進学や帰国というケー

スが多かったが、今はせっかく日本で勉強しているので、

卒業後、その知識を日本で活かしていきたいと考える留

学生、あるいは日本の企業で、ある程度経験を積んだ

後、母国に帰りさらに自分の可能性をみつけたいとする

留学生が増えている。

このような状況を踏まえ、本学国際センターは、日本

企業への就職希望者と留学生の採用を望んでいる企

業の架け橋となるよう、双方の期待に応えるため、積極

的に親身な、かつ独自な支援に取り込んでいる。この

取り組みが奏功し日本企業に就職する留学生は年々

増えている。とりわけ、平成20年以来、東京都、神奈川

県、埼玉県、宮城県、本県の郡山市、そして地元いわき

市の会社に入社する留学生が増加している。

国際センターで取り込んでいる就職支援は、留学生

の最適な進路実現に向けて多様な工夫をこらしている

ほか、学内のキャリアセンターと連携して、全面的に留

学生の就職活動のサポートと支援を行い「何事も留学

生と一緒に」という精神を持ち、常に留学生目線で、一

人ひとりに合った個別支援を行っている。日ごろから、

企業の就職説明会などの情報を集め、参加する留学

生に対し、日本独特の就職活動文化への理解や履歴

書の書き方、面接の心構え、自己PRの方法など、きめ

細かいアドバイスを行い、会場までの送迎も行ってい

る。また、普段から留学生がアルバイトを行っている会

社にセンター職員が実際に出向いて、情報を集め、会

社と留学生との相互理解を図り、良好な関係を保つよ

う努めている。

この春、本学を卒業予定の留学生には、すでに日本

企業に内定した者が数名いる。桜の花が咲くころ、ちょ

うど彼らは新入社員として新しい人生のスタートを切る

ことでしょう。

各大学の取組
The activities of each university

in Fukushima

日本大学工学部 将来は外資系の企業に
就職したい！

各大学の取組
The activities of each university

in Fukushima

日本大学工学部 生命応用化学科４年
小原 幸法

　中学生の頃から勉強してきた英語を母国語とする国は、ど
のような国なのか,ずっと興味を持っていました。大学1年の頃
に受講した英語の授業では、英国を舞台に描かれた「ノッティ
ングヒルの恋人」という本を読み、その映画も鑑賞したことで、
ますます英国に惹かれたことが留学を決めたきっかけでした。
　留学先は英国ウェールズにあるアベリストウィス大学で、短
期留学生のための「English and Communicative skills」
というコースに参加して、リスニング,リーディング,ライティング,
スピーキングの授業を受講しました。授業は、それぞれ個性の
ある講師が楽しく授業を展開してくれました。例えば、BBCの
英語学習教材を用いた授業や映画鑑賞などもあり、楽しみな
がら学習することを目的としていたので、私には最高の環境で
した。
　宿舎は寮だったので、食事は自炊をしたり学内にあるレスト
ランや大学付近にあるお店でイギリスの伝統的な食事を食
べて過ごしました。
　滞在中には色々なイベントも企画されていたため、できる限
り参加しました。特に、毎週新しい参加者が来る度に開かれる

歓迎会に出ることで、各国の人と知り合うことができました。ま
た、リバプールなどの都市や中世の城への旅行にも積極的に
参加しました。そのため、多くの人とふれあう機会があり、たくさ
んの友人ができたことで、イベントに参加するだけでなく、彼ら
と一緒にサッカーの試合を観戦したり、実際に学内のフィール
ドに出てサッカーなどのスポーツをしたりして楽しみました。
　様々な国の人と知り合うことができ、海外生活に対する考
え方が変わったことが今回の経験で得られたことです。留学
先で知り合った友人とは未だに連絡を取り合っています。留
学する以前は英会話の経験もほぼなくで、英語に全く自信が
ありませんでした。しかし、拙い英語でも伝わる喜びが得られ、
英語を使うことを楽しめるようになりました。今では、さらに英語
が使えるようになりたいと強く思い始め、今度は長期の留学を
検討しています。将来は海外への出張や外国人との接点を
持てる外資系の企業に就職したいと考えています。
　私にとって留学とは、自分自身の世界観や視野を広げるこ
とができる非常に有意義な体験であり、皆さんにも是非お勧
めしたいです。

日本大学工学部の
学部生を対象とした研修旅行

日本大学の学部生及び
大学院生を対象とした
短期海外研修プログラム

❶ケンブリッジ大学ペンブルック・カレッジ（イギリス）
　短期海外研修
❷ケンブリッジ大学ペンブルック・カレッジ大学院コース
　（イギリス）短期海外研修
❸エリザベスタウン・カレッジ（アメリカ）
　短期海外研修
❹オーストラリア短期海外研修

●ヨーロッパ研修旅行

東日本国際大学国際センター 主任 許 桂芹
キョ    ケイ キン
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▲左から3番目が大野さん▲ルール大学授業風景

▲左が大野さん▲友人たちと

▲右から3番目が大野さん

　会津大学に入学してから留学生と交流する機会が多く、次第に
留学したい気持ちが強くなりました。３週間の研修を通して感じたこ
とは、学生が意見しやすい環境の授業形態や、少しでも疑問に思う
ことがあるとすぐに質問する学生の積極的な姿勢に、日本との大き
な違いを感じました。
　今回の留学で英語の発音、文法の大切さ、コミュニケーションの
難しさを学ぶと同時に、文化の違いや考え方の違いを感じることが
でき、実りある研修になりました。留学したことでより英語が話せるよ
うになりたいと強く思ったので、二度目の留学も視野にいれて、これ
からいっそう英語の勉強に力を入れていきたいと思います。

会津大学

大野 綾香

　平成23年度日本大学大学院海外派遣奨学生の機会をいただき、
テキサス州の州都オースティンにあるテキサス大学に留学した。大学
進学が決まり送られてきた冊子の中に含まれていた留学体験記を読
んだときから6年が経っていた。その時から漠然と思い描いていた留学
が現実になる瞬間だった。
　留学には交換留学や語学留学、学位留学、研究留学と様々な形
態があるが、私は研究留学として同大学の研究室に一年間滞在させ
ていただいた。エネルギーと持続可能性に関連した多くのテーマの中
から、オースティンで立ち上がったばかりの「スマートグリッド」と呼ばれ
る地域規模のエネルギー管理に関する研究テーマを選ぶことができ
た。東日本大震災を経験し、福島県郡山市出身の自分としては、福島
の復興に少しでも関連するのではないかという考えもあった。初めての
渡米で研究や生活に不自由も感じながらも、見知らぬ地で自分が今ま
で経験したことが無いことに挑戦していると思うと、不安以上に期待が
膨らんでいった。三度の学会に参加し、その中のカリフォルニア州サン
ディエゴで行われたASMEの学会では講演を行い、一年間の留学を
学会論文を書き発表するという形でまとめることができた。
　研究留学と言えども、研究だけでなく研究室の仲間を中心として、
緑とライブミュージックの町オースティンに相応しいことを多く経験し
た。自然に囲まれて筋力の限界に対峙したロッククライミングだけでな
くカントリーミュージックをBGMとして踊るテキサス・トゥーステップなどを
例に、できる限り日本ではできないことを熱心に体験した。
　留学は決して綺麗な話だけではない。明らかに失敗のほうが多いと
感じる。共同研究で企業の役人が集まった会席の席で一言も話せな
かったこと、引っ越し当日になっても次の住まいが決まってなかったこ
と、たどたどしいステップで嘲笑されパートナーから慈悲の目で見られた
こと、どれも後には笑い話になるが、その時は留学での孤独さよりも馴
染めない自分に嫌気がさし惨めな気持ちだった。しかしそのような経験
を通して自分の世界が広がって行くことも同時に認識することができ
た。打算的に留学を捉えるのではなく、予期せぬことも許容する気持ち
を持って、皆さんも挑戦していただけたらと切に思う。

世界で学び、研究し、
故郷の福島に貢献したい

研修報告（ローズハルマン工科大学）
　光陰矢の如し、瞬く間に、福島に来て２回目の夏を迎えました。５
回もの季節の移り変わり、期末テストで夜なべをしたり、徹夜でサー
クル仲間とはしゃいだり、時にはホームシックで涙を流したりもしまし
た。福島には何もないと思われがちですが、ここに素晴らしい風土と
人情があるのではないでしょうか。
　福島に来たばかりのころ、中国国内のマスコミによる過剰な放射
能問題の報道を見聞きし、意思を固めていた僕も少し動揺してしま
いました。初めの２週間は、外出の時は必ずマスクをつけ、できるだ
け隅っこや水だまりなどの場所を避けるようにしていました。しかし、
放射能について勉強をしているうちに、これらの防御対策も自然と
要らないものとなりました。日本政府は真剣に放射能問題に取り組
んでいます。特に福島大学では、去年、構内の表土の入れ替えを
徹底的に実施し、コンクリートブロックも高圧洗浄で除染されまし
た。様々なサークル活動や、素敵な出会いなど、今は福島での生活
はとても楽しいです。僕は毎日ジョギングしています。それは、詩のよ
うな田園風景の美しさに誘われたからです。すれ違ったお年寄りた
ちはいつも親しく声掛けてくれます。キャンパスの夜の雪景色と春の
満開の桜もこの上ない美しさを見せてくれます。先日、僕は福島の
わらじ祭りに行きました。東京の祭りよりもはるかに賑やかでした。
何かの縁で出会い、さらに相知ることは得難いものです。共にこの
素敵な縁をみつけようではありませんか。

美しい福島 ～福島での出会い～

日本から
海外へ

　平日はドイツ語の授業を受けたりタンデムをしたり、毎日ドイツ語
の勉強に励んでいます。タンデムとは、カフェや図書館など好きな場
所で、お互いの都合の良い時間を見つけて、互いの言語を教え合
う勉強方法のことです。私の場合、1人につき1～2時間程度、図
書館にあるカフェなどでタンデムをしています。その他の活動として
は、日本歴史学科が行っている自主ゼミに参加しています。これは
日本歴史学科の先生から誘いがあり、多くの日本人留学生が参加
しています。自主ゼミの時間では、ドイツ人学生と一緒に、日本やド
イツに関わる古い資料を分析しています。私がドイツに来てからの目
標の中に、「ドイツで習い事をする」というものがありました。現在は、
毎週月曜日に大学の合唱団の練習に参加したり、月に2回、水彩
画の教室に通ったりしています。
　休日は、友だちと旅行をしたり、一緒にカフェに行ったり、ハウス
パーティに参加したり、スポーツをしたりなど、さまざまなことをして楽
しんでいます。
　ドイツに来るまではいろんなことに対して不安でいっぱいでした。
ですが、たくさんの人に助けられ、毎日がとても充実しています。ま
た、英語を使う機会もあり、ドイツ語も英語も、自分の語学力が未熟
で反省することも多くあります。留学前に英語もドイツ語ももっと勉
強しておけばよかったという後悔はありますが、現地で一からドイツ
語でドイツ語を学ぶことができたことはとても良い経験になりました。

福島大学
行政政策学類 ３年

田中 真衣

ルール大学ボーフム交換留学
体験記 ～ドイツでの生活について～

日本から
海外へ

日本大学大学院 工学研究科 博士前期課程3年
機械工学専攻 サステナブルシステム研究室

永澤 和憲
日本から
海外へ

日本から海外へ、海外から日本へ
Study Abroad in Japan, and other countries.

福島大学
経済経営学類 ２年

許　傑弟 ［中国］
海外から
日本へ
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▲右から2人目がノッパドンさん▲左が李琳さん▲右から2番目がドナさん

　高校３年の時、僕はGAP YEARを利用して交換留学プログラム
に参加し、郡山の高校で１０ヶ月間学びました。GAP YEARとはオー
ストラリアやイギリス独自のシステムで、希望すれば高校卒業後、１
年間休みを取れるというものです。これを利用して、ボランティアをし
たり僕のように外国に留学する学生も多いです。日本の高校で学ぶ
ことは自分で選んだのですが、初めは大変でした。日本語は全然分
からないし、外国へ一人で行くのも初めてです。ましてや見知らぬ国
でホームステイをしながら高校に通うのは僕にとって大きなチャレン
ジでした。
　留学中は学ぶことが多く、日本語だけではなく、日本の文化や経
済などにも興味を持ちました。また留学はアジアの国々にも目を向
けるきっかけとなりました。アジアの発展途上国は昔の日本にそっく
りであることなども分かりました。また素晴らしい伝統文化のあった
国 も々経済発展後はそれを失ってしまいがちなことなども知りまし
た。留学生活の終わりには、自分の日本語がまだ中途半端なこと、
このまま帰国するのは納得できないことから、必ず日本に戻ろうとい
う思いが強くなっていました。帰国後もその思いはずっと変わりませ
んでした。そして一昨年また日本に留学できることになり、東日本国
際大学の別科に入学しました。
　「光影矢のごとし」と言いますが、この２年は本当にあっという間
に過ぎました。
　今、はっきりと言えることは日本に戻ってきて良かった！ということで
す。大学はとても楽しく、また生活も充実しています。半年経った頃
には日本語能力試験２級にも合格しました。またアルバイトも、おこ
のみやきやと英会話スクールの教師をしています。教師として働い
た経験がなかった僕にとっては、これも大きなチャレンジです。
　これからの僕の目標は、大学に進学し経済を学ぶことによって広
い知識を得ること、日本語の勉強も続けて日本語能力試験の１級
に合格すること、そして貴重な経験であるアルバイトもしっかりと４年
間続けることです。これらを実行すれば僕には明るい未来が拓けて
いくと信じています。

日本で学んで
　日本は美しい国です。
　山も川の水もきれいで、しかもみな独特の風情があります。
　私は日本に暮らして１年しか経っていませんが、自分の故郷に対
する日本人の愛着と、それを大事にする気持ちを強く感じています。
　ここに暮らしている誰もが、それを守ろうとしています。そしてその
すべては、なんて素晴らしいでしょう。このような自然に存在するすべ
てのものに、私の心はしっかりと引きつけられています。
　日本と中国は距離的に近い国です。両国の文化も似通っていま
す。同じ文字を使い、同じ孔子を学ぶ。また同じ「水滸伝」や「西遊
記」などの「四大名著」をこよなく愛読しています。
　しかし、両国はそれぞれ独特の文化もあります。このように似通っ
ている中にも異なる文化が存在している点は、日本に来たばかりの
私に親近感を与えてくれます。私は今　少しも戸惑いや恐怖を感じ
ないで生活しています。
　ここ日本は確かに快適で心を和ませることのできるところです。で
きれば、いつまでもこの自然豊かで気持ちのいい日本で暮らしてい
きたいと思っています。

素晴らしい留学体験私の心の中の日本
　微笑みの国として知られているタイのバンコクに接するサムットプ
ラーカーン県から2006年10月に来日しました。初めの1年半は東
京で日本語を勉強し、2008年に福島県郡山市にある日本大学工
学部に入り、今は大学院で機械工学を勉強しています。
　この6年間の留学は、私の物事に対する考え方、生活態度、将
来の生き方などを多面で見ることができる素晴らしい体験となって
います。特に初めての海外留学で、初めて一人暮らしをして、たくさ
んの場面において苦労と喜びを実感することができました。大学生
活では勉強や研究で忙しい毎日ですが、これまで何の問題もなく進
められたのは、仲間の助けや先生方の一生懸命なご指導のおかげ
だと感謝しています。また、大学では吹奏楽部に入り、トランペット演
奏していました。そこでは、他学科・多学年の良い仲間もたくさん作
れました。私生活では日本の文化や生活習慣を身に付けるために、
休みの日には友人達とよく遊びに行ったりしています。町の祭りなど
にも積極的に参加し、日本でしかできないたくさんの体験を積んでい
ます。例えば県内では浅川町の花火大会、安積永盛駅前の盆踊
り、須賀川市の長沼まつり、松明あかしなどです。
　このようにたくさんの日本人と接することで異なる価値観や考え方
を経験し、お互いを理解することで将来、私自身が日本とタイの架け
橋になり、ますます友好な関係を築いていきたいと考えています。

日本から海外へ、海外から日本へ
Study Abroad in Japan, and other countries.

　会津大学での留学生活で過ごした私の時間は、私の人生を変えた
素晴らしい体験となりました。私は、自分にその機会があるとは想像もし
なかった、素晴らしい経験をしながら過ごすことができました。新潟、只
見、東京といろいろな所を旅行し、それぞれの地域の歴史と文化を学び
ました。
　私は、只見にある自然博物館、東京の上野の森美術館、そして新潟
市美術館などを訪れることで、日本の歴史と文化に浸ることができまし
た。そばの手打ちや、山開きの日に行った磐梯山の山頂への登山など
の催しにも参加し、また飯盛山、白虎隊のお墓、鶴ヶ城や日新館の侍学
校など、歴史的に重要な場所も訪問しました。
　海外への留学、特に日本に留学することにいくつか不安を感じていた
ことを、私は自ら認めます。日本語が実際には全く分かりませんでしたの
で、友人を作ることもできず、帰国までの日を指折り数えるだろうと思って
いました。それでも留学は、世界の知らない部分を見聞し、他の国の人
達がアメリカ人とアメリカを実際にどのように見ているかを知り、全く新し
い状況と環境の中に自分の身を置くための絶好の機会となるだろうと考
えました。
　また、日本はどんなところかということに関して私のなかにいくつかの固
定観念があったことも否めません。日本人の誰もが柔軟性に全く欠け、
よそよそしく、すべてが極端なハイテクの世界だろうと考えていました。私
はさらに、日本では放っておかれ、日本に落ち着くという課題の不安に押
しつぶされるか、または甘やかされすぎて日本の日常生活の現実を理解
できないのではないかと心配しました。
　ここ会津に到着すると、歓迎されていることを感じ、くつろいだ 気持ち
になりました。自分の経験を通して多くの新しい友人を得ると共に、物事
に対する見方が変わりました。この地の皆さんは、皆さんの地域社会に
私を受け入れてくれ、自らの一員のように私を扱ってくれました。私は、自
分自身の経験をすることができましたが、会津の地域社会全体は、私が
必要とするときには力になってくれました。文化イベントに参加し、パー
ティやパレードにも参加し、友人達とカラオケにも行き、小学校ではプレ
ゼンテーションまで行いました。
　会津に到着する前は、私の目標は主に単位を取って卒業できるよう、
いくつかの科目を受講することだと思っていました。滞在が長くなるにつ
れ、直に日本を経験するために私はここにいるのであり、世界の他の
国々の動静がどのようであるかをますますよく理解するようになりました。
最近、日本での体験と、私が直面した困難なことにおける主な違いにつ
いてプレゼンテーションをするよう依頼されました。この発表の準備中
に、どこに行こうとも、人々はほとんど同じであるということを実感しました。
すべての人が幸せですてきな人生を願っており、ほとんどの場合、善良な
人々です。多くの人が人々の間には大きな違いがあり、絶対に乗り越え
ることができないと考えいているようですが。
　私がこの会津大学で過ごした時間は、本当に素晴らしいものでした。
この経験によって、私は海外留学を大いに推奨し、また、海外留学は高
等教育における必修課程となるべきであると考えます。こんな短期間で
はありましたが、日本を訪問したことが、それまでは遠くて、閉ざされていた
世界全体に向けての私の目を開かせてくれたのだと感じています。私が
世界のもう一つの場所で学び、働き、生活し、なんとかやっていって、幸
せになり、成長することが本当にできるのだということを私は、今では理
解しています。
　最後に、私は、また
海外留学をしたいと
願っていますが、同時
に、他の人達も海外
留学することは非常に
重要であり、その人達
の人生を変えるような
出来事になるだろうと
思っていることもお伝
えして、私の報告とい
たします。

JASSOプログラム最終報告書

東日本国際大学

エヴァン セティオソ ［オーストラリア］
海外から
日本へ

会津大学

ドナ マーシュ ［アメリカ］
海外から
日本へ

日本大学大学院 工学研究科 博士前期課程 1年
機械工学専攻

プラワットローイ ノッパドン ［タイ］
海外から
日本へ

東日本国際大学

李 琳 ［中国］
海外から
日本へ
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外国人留学生の受け入れ状況
我が国の大学等で学ぶ留学生は、平成23年5月1日現在138,075人で、平成22年度に比べ3,699人（2.6%）
減少した。これを出身地域別に見ると、我が国の地理的、文化的状況もあり、アジア地域からの留学生が全体の約
9割を占めている。
また、出身地域では、中国、韓国及び台湾からの学生が全体の78.8%を占めている。

全 国 の
関連資料

地方別・都道府県別留学生数

出身国・地域別
留学生数

大学・専門学校等の在籍者数（各年5月1日現在）

（文部科学省及び（独）日本学生支援機構調べ）

（文部科学省及び（独）日本学生支援機構調べ）

注）　他府県にまたがる大学等の留学生については、
　　 本部の所在する都道府県に計上した。

※留学生受け入れがない大学は、計上しておりません。

※大学・専門学校等の在籍者に限る
　（平成23年5月1日現在）

国・地 域 名 留 学 生 数（人） 構成比

※大学・専門学校等の在籍者に限る（平成23年5月1日現在）

福島県内高等教育機関における
外国人留学生の受け入れ状況

留学生数の推移

国費・私費別外国人留学生数

2

2

2,737
281
350

1,872
355
225
302

2,638
1,075
1,366
5,877
5,290
43,500
4,683
1,533
567

1,570
288
841
774

1,406
1,563
6,623

946
454

6,900
10,521
5,128
1,463
279
183
195

2,273
2,499
1,671
332
351
462
164

10,434
292

1,461
724

3,562
170
968
608

福島県
立医科
大 学

8

10

32

50

中 国
韓 国
台 湾
ベ ト ナ ム
ネ パ ー ル
マ レ ー シ ア
イ ン ド ネ シ ア
タ イ
アメリカ合 衆 国
ミ ャ ン マ ー
そ の 他

計

86,324
16,651
4,617
4,373
2,451
2,319
2,276
2,167
2,133
1,151
13,294
137,756

62.7%
12.1%
3.4%
3.2%
1.8%
1.7%
1.7%
1.6%
1.5%
0.8%
9.5％
100％

会 津
大 学

0

会津大学
短 期 大
学 部

0

奥 羽
大 学

14

14

日 本
大 学
工学部

0

郡 山
女 子
大 学

0

郡山女子
大学短期
大 学 部

2

2

いわき
明 星
大 学

114

114

東日本
国 際
大 学

0

いわき
短 期
大 学

0

福 島
学 院
大 学

0

福島学院
大学短期
大 学 部

0

桜の聖母
短期大学

0

福島工業
高等専門
学 校

3

102

105

福 島
大 学

11

10

0

266

287

計

3.8

3.5

0.0

92.7

100.0

%

2

2

福島県
立医科
大 学

6

5

47

58

会 津
大 学

0

会津大学
短 期 大
学 部

0

奥 羽
大 学

4

20

24

日 本
大 学
工学部

0

郡 山
女 子
大 学

0

郡山女子
大学短期
大 学 部

4

4

いわき
明 星
大 学

161

161

東日本
国 際
大 学

0

いわき
短 期
大 学

0

福 島
学 院
大 学

0

福島学院
大学短期
大 学 部

0

桜の聖母
短期大学

1

1

福島工業
高等専門
学 校

5

138

143

福 島
大 学

12

9

0

372

393

計

3.1

2.3

0.0

94.7

100.0

%

計
137,756人

北海道
2,737
（2.0％）

四国
1,309
（1.0％）

九州
18,219
（13.2％）

東北
3,385
（2.5%）

関東
64,429
（46.8%）

近畿
25,691
（18.6％）

中国
6,821
（5.0％）

中部
15,165
（11.0%）

（文部科学省及び（独）日本学生支援機構調べ）

福島県の
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国・地域別外国人留学生数 私費留学生の奨学金別受給状況

留学生の寄宿状況

中 国

台 湾

韓 国

ネ パ ー ル

モ ン ゴ ル

マ レ ー シ ア

イ ン ド ネ シ ア

ミ ャ ン マ ー

ベ ト ナ ム

ラ オ ス

タ イ

フ ィ リ ピ ン

ス リ ラ ン カ

イ ン ド

バ ン グ ラ デ ィッシ ュ

計

ブ ラ ジ ル

ペ ル ー

エ ル サ ル バ ド ル

コ ロ ン ビ ア

ア メ リ カ

計

オ ー ス ト ラ リ ア

計

ド イ ツ

ブ ル ガ リ ア

ハ ン ガ リ ー

ロ シ ア

計

ナ イ ジ ェ リ ア

ウ ガ ン ダ

チ ュ ニ ジ ア

コ ン ゴ 民 主 共 和 国

タ ン ザ ニ ア

計

97.2%

0.3%

0.3%

1.4%

0.7%

100%

2

2

0

0

0

0

2

16

6

2

11

1

5

2

43

1

1

0

1

3

4

2

2

50

9

1

3

1

14

0

0

0

0

14

1

1

2

0

0

0

0

2

59

1

17

16

2

18

113

0

1

1

0

0

114

79

1

9

5

2

8

1

105

0

0

0

0

105

ア　

ジ　

ア

地域・国別

所属大学等

北
米・中
南
米

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

オ
セ
ア
ニ
ア

ア
フ
リ
カ

合　　計

福
島
県
立

医
科
大
学

会
津
大
学

日
本
大
学

工

学

部

い
わ
き
明
星

大

学

東
日
本
国
際

大

学

福
島
大
学

166

8

29

16

8

5

18

19

1

1

1

5

2

279

1

1

1

1

1

3

4

2

2

287

計

地
域
別
割
合

（平成24年10月1日現在）

（財）ロータリー
米山記念奨学金

日本学生支援機構
学 習 奨 励 費

彌 満 和 奨 学 会
奨 学 金

小 林 奨 学 財 団
奨 学 金

大学院

大学院

大学院

大学院

学 部

学 部

学 部

学 部

学 部

計

大学院

大学院

学 部

学 部

別 科

計

大学院

学 部

計

大学院

学 部

計

福 島 大 学

会 津 大 学

日本大学工学部

福島県立医科大学

福 島 大 学

会 津 大 学

東日本国際大学

日本大学工学部

いわき明星大学

会 津 大 学

福 島 大 学

東日本国際大学

福 島 大 学

東日本国際大学

福 島 大 学

福 島 大 学

福 島 大 学

福 島 大 学

5

2

1

1

2

1

1

1

1

15

7

3

12

8

1

31

1

6

7

1

1

2

大学院

学 部

計

大学院

学 部

計

学 部

学 部

計

大学院

学 部

計

学 部

学 部

大学院

学 部

学 部

大学院

学 部

学 部

学 部

日本大学工学部

日本大学工学部

日本大学工学部

日本大学工学部

福 島 大 学

東日本国際大学

会 津 大 学

福 島 大 学

福 島 大 学

福 島 大 学

会 津 大 学

東日本国際大学

福 島 大 学

会 津 大 学

日本大学工学部

福 島 大 学

福 島 大 学

1

1

2

2

1

3

1

1

2

2

1

3

1

2

2

1

1

1

1

1

2

77

奨学金名称
国・地域 人数 機関名 奨学金名称

国・地域 人数 機関名

安田奨学財団奨学金

金子国際文化財団奨学金

ヒロセ奨学財団奨学金

日本大学特待生

佐藤陽留学生奨学制度

平和中島財団奨学金

総　計

マブチ国際育英
財 団 奨 学 金

会津大学「国際IT
日新館」奨学金

会津大学デュアルディグリー
プ ロ グ ラ ム 奨 学 金

（財）日揮・実吉
奨 学 金

日本大学工学部
第３種 奨 学 生

J E E S 奨 学 金

留 学 生 交 流
支 援 制 度
（ 短 期 受 入 れ）
奨 学 金

総数
287人

一般学生寮
23.0%（66人）

その他
4.5%
（13人）

民間アパート
62.0%
（178人）

公営住宅
1.7%（5人）

留学生専用寮
8.7%（25人）

民間企業社員寮
0.0%（0人）
ホームステイ
0.0%（0人）

総数
393人

一般学生寮
14.5%（57人）

その他
3.8%
（15人）

民間アパート
70.5%
（277人）

公営住宅
1.8%（7人）

留学生専用寮
9.2%（36人）

民間企業社員寮
0.3%（1人）

ホームステイ
0.0%（0人）

（平成23年10月1日現在）

平成24年10月1日現在平成23年10月1日現在

福島県の
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大　学　名 交流協定締結校 国　名 所　在　地 学術交流
協定締結

学生交流
協定締結

留学生
受け入れ数

学生
派遣数 地　域

会 津 大 学 イ ンド 工 科 大 学 デ リ ー イ ン ド ニ ュ ー デ リ ー ○ ○ 1
コ ン ジ ュ 国 立 大 学 韓 国 忠 清 南 道 公 州 市 ○ ○ 2 1
ソ ウ ル 市 立 大 学 韓 国 ソ ウ ル 市 ○ ○ 1
ハ リ ム 大 学 韓 国 江 原 道 春 川 市 ○ ○ 1
浦
ポ

項
ハン

工
こう

科
か

大
だい

学
がく

X 線画像センター 韓 国 慶 尚 北 道 浦 項 市 ○ ○ 1
延
ヨン

世
セ

大学バイオメトリックス工学研究所 韓 国 ソ ウ ル 市 ○ ○ 1
釜
プ

山
サン

国 立 大 学 韓 国 釜 山 広 域 市 ○ ○ 1
高
コウ

麗
ライ

大 学 韓 国 ソ ウ ル 特 別 市 ○ ○ 1
忠
チュン

北
ブク

大 学 校 韓 国 忠 清 北 道 清 州 市 ○ ○ 1
Ａ Ｐ Ｅ Ｃ 気

キ

候
コウ

セ ン タ ー 韓 国 釜 山 市 ○ 1
国 立 曁

キ

南
ナン

国 際 大 学 台 湾 南 投 県 埔 里 鎮 ○ ○ 1
淡
タン

江
コウ

大 学 台 湾 台 北 県 ○ ○ 1
朝
チョウ

陽
ヨウ

科
カ

技
ギ

大 学 台 湾 台 中 県 霧 峰 郷 ○ ○ 5 1
国立中

チュウオウ

央大
ダイガク

学 大
ダイガクイン

学 院 天
テンモン

文研
ケンキュウショ

究 所 台 湾 桃 園 県 中 壢 市 ○ 1
ハ ル ビ ン 工 業 大 学 中 国 黒 竜 江 省

ハ ル ビ ン 市 ○ ○ 1 1
華
カ

中
チュウ

科
カ

技
ギ

大 学 中 国 河 北 省 武 漢 市 ○ ○ 1 1
上
シャン

海
ハイ

交
コウ

通
ツウ

大 学 中 国 上 海 市 ○ ○ 1
上
シャン

海
ハイ

大 学 中 国 上 海 市 ○ ○ 1
中国科学院近代物理研究所 中 国 甘 粛 省 蘭 州 市 ○ ○ 1
南
ナン

京
キン

大 学 中 国 南 京 市 ○ ○ 1
復
フク

旦
タン

大 学 中 国 上 海 市 ○ ○ 1
北
ペ

京
キン

大 学 軟
ナン

件
ケン

微
ビ

電
デン

子
シ

学 院 中 国 北 京 市 ○ ○ 1
北
ペ

京
キン

大学核物理総合研究センター 中 国 北 京 ○ ○ 1
大
ダイ

連
レン

東
トウ

軟
ナン

信
シン

息
ソク

学
ガク

院
イン 中 国 大 連 ○ ○ 1

中
チュウ

南
ナン

大 学 中 国 湖 南 省 長 沙 市 ○ ○ 1
F P T 大 学 ベ ト ナ ム ハ ノ イ 市 ○ ○ 1
ハ ノ イ 工 科 大 学 ベ ト ナ ム ハ ノ イ 市 ○ ○ 10 1
ベ ト ナ ム 国 家 大 学
ハ ノイ 国 際 外 国 語 大 学 ベ ト ナ ム ハ ノ イ 市 ○ ○ 1
郵 政 電 信 工 芸 学 院 ベ ト ナ ム ハ ノ イ 市 ○ ○ 1 1
ベトナム 国 家 大 学 ハノイ・
工 業 技 術 大 学 ベ ト ナ ム ハ ノ イ 市 ○ ○ 1
ベ ト ナ ム 国 家 大 学
ホ ー チ ミン 市 国 際 大 学 ベ ト ナ ム ホ ー チ ミ ン 市 ○ ○ 1
ウエ スト バ ージ ニ ア 大 学 米 国 ウエストバージニア州

モ ー ガ ン タ ウ ン ○ ○ 2
サ ウ ス カ ロ ラ イ ナ 大 学 米 国 サウスカロライナ州

コ ロ ン ビ ア ○ ○ 2
テ イ ラ ー 大 学 米 国 イ ン デ ィ ア ナ 州

ア ッ プ ラ ン ド ○ ○ 2
マ ー サ ー 大 学 米 国 ジ ョ ー ジ ア 州

メ ー コ ン ○ ○ 2
ローズ ハ ルマン 工 科 大 学 米 国 イ ン デ ィ ア ナ 州

テ レ ホ ー ト ○ ○ 1 2
ワ イ カ ト 大 学 ニュージーランド ワ イ カ ト ○ ○ 4
ポ ル ト 大 学 ポ ル ト ガ ル ポ ル ト ○ ○ 5
ロ ー マ 大 学 サピ エンツァ イ タ リ ア ロ ー マ ○ ○ 5
ウ メ オ 大 学 スウェーデン ウ メ オ ○ ○ 5
デュッセルドルフ専 門 大 学 ド イ ツ デ ュッセ ルド ル フ ○ ○ 5
ミ ュ ン ヘ ン 工 科 大 学 ド イ ツ ミ ュ ン ヘ ン ○ ○ 5
ロ レ ー ヌ 工 科 大 学
／ ナ ン シ ー 校 フ ラ ン ス ムルト＝エ＝モゼル

ナ ン シ ー ○ ○ 5
国 立 応 用 科 学 院レンヌ校 フ ラ ン ス レ ン ヌ ○ ○ 5
グ ダ ニ ス ク 工 科 大 学 ポ ー ラ ン ド グ ダ ニ ス ク ○ ○ 5
ポーランド日本情報工科大学 ポ ー ラ ン ド ワ ル シ ャ ワ ○ ○ 5
テ ィミソ ア ラ 工 科 大 学 ル ー マ ニ ア テ ィ ミ ソ ア ラ ○ ○ 5
東 フ ィ ン ラ ン ド 大 学 フィン ランド ヨ エ ン ス ウ ○ ○ 5
マックス・プランク分子遺伝学研究所 ド イ ツ ベ ル リ ン ○ ○ 5
サンクトペテルブルク工科大学 ロ シ ア サンクトペテルブルク ○ ○ 5
サ ン クト ペ テ ル ブ ル ク
情報技術・機械・光学大学 ロ シ ア サンクトペテルブルク ○ ○ 5
サンクトペテルブルク電 気 工 科 大 学 ロ シ ア サンクトペテルブルク ○ ○ 1 5
サンクトペテルブルク大 学 ロ シ ア サンクトペテルブルク ○ ○ 5
ノボシビルスク国立工科大学 ロ シ ア ノ ボ シ ビ ル ス ク ○ ○ 5

平成２4年度 福島県内高等教育機関における研究・教育交流協定締結校名（平成24年10月1日現在）

大　学　名 交流協定締結校 国　名 所　在　地 学術交流
協定締結

学生交流
協定締結

留学生
受け入れ数

学生
派遣数 地　域

会 津 大 学 ノボシビ ル スク 国 立 大 学 ロ シ ア ノ ボ シ ビ ル ス ク ○ ○ 5
モ ス ク ワ 工 科 大 学 ロ シ ア モ ス ク ワ ○ ○ 5
モ ス ク ワ 物 理 工 科 大 学 ロ シ ア モ ス ク ワ ○ ○ 5
モ ス ク ワ 教 育 大 学 ロ シ ア モ ス ク ワ ○ ○ 5
ア フ リ カ 科 技 大 学 ナ イジェリア ア ブ ジ ャ ○ ○ 6

奥 羽 大 学 慶
ケイ

熙
キ

大 学 韓 国 ソ ウ ル 市 ○ ○ 1
ロ マ リ ン ダ 大 学 ア メ リ カ カ リ フ ォ ル ニ ア ○ 2

日本大学工学部 テキサス大学オースチン校工学部 ア メ リ カ テ キ サ ス ○ ○ 1 2
ルーヴァン・カソリック大学工学部 ベ ル ギ ー ルーヴァン・ラ・ヌーヴ ○ ○ 5
ウ メ ヲ 大 学 理 工 学 部 スウェーデン ウ メ ヲ ○ ○ 5

東日本国際大学 和
ワ

春
シュン

技 術 学 院 台 湾 高 雄 県 ○ ○ 1
金
キン

浦
ポ

大 学 韓 国 京 畿 道 ○ ○ 1
世
セ

京
キョウ

大 学 韓 国 江 原 道 ○ ○ 1
成
セイ

均
キン

館
カン

大 学 校 韓 国 ソ ウ ル ○ ○ 1
開
カイ

南
ナン

大 学 台 湾 桃 園 県 ○ ○ 1
安
アン

徽
ビ

大 学 中 国 安 徽 省 合 肥 市 ○ ○ 1
曲
キョク

阜
フ

師 範 学 校 中 国 山 東 省 曲 阜 市 ○ ○ 1
曲
キョク

阜
フ

師 範 大 学 中 国 山 東 省 曲 阜 市 ○ ○ 1
香
ホン

港
コン

孔
コウ

教
キョウ

学 院 中 国 香 港 九 龍 ○ ○ 1
中
チュウ

国
ゴク

政
セイ

法
ホウ

大 学 中 国 北 京 ○ ○ 1
大
ダイ

連
レン

民 族 学 院 中 国 遼 寧 省 大 連 市 ○ ○ 1
撫
ナ

順
ジュン

師 範 高 等 専 科 学 校 中 国 遼 寧 省 撫 順 市 ○ ○ 1
瀋
シン

陽
ヨウ

体 育 学 院 中 国 遼 寧 省 瀋 陽 市 ○ ○ 1
牡
ボ

丹
タン

江
コウ

大
ダイ

学
ガク 中 国 黒竜江省牡丹江市 ○ ○ 1

山
サン

東
トウ

大
ダイ

学
ガク 中 国 山 東 省 済 南 市 ○ ○ 1

ファー スト・ゴ ロ ー バ ル・
コ ミュ ニ テ ィ・ カ レ ッジ タ イ ノ ン カ イ ○ ○ 1
カリフォルニア州立総合技術大学 ア メ リ カ カリフォル ニ ア 州

サンルイスオビスポ ○ ○ 2
ハ ワ イ 州 カ ウ ア イ・
コ ミュ ニ テ ィ・ カ レ ッジ ア メ リ カ ハ ワ イ ○ ○ 2

福 島 大 学 北
ペ

京
キン

師 範 大 学 中 国 北 京 ○ 1
韓 国 外 国 語 大 学 校 韓 国 ソ ウ ル 市 ○ ○ 2 1
白
ペク

石
ソク

大学校・白
ペク

石
ソク

文化大学 韓 国 天 安 市 ○ ○ 1
国 立 台

ダイ

北
ペイ

大 学 台 湾 台 北 市 ○ 1
河
カ

北
ホク

大 学 中 国 保 定 市 ○ ○ 1 2 1
華
カ

東
トウ

師 範 大 学 中 国 上 海 市 ○ ○ 1
中
チュウ

南
ナン

財
ザイ

経
ケイ

政
セイ

法
ホウ

大 学 中 国 教 育 省 ○ 1
ベ ト ナ ム 国 家 大 学
ハ ノ イ 自 然 科 学 大 学 ベ ト ナ ム ハ ノ イ 市 ○ 1
ベ ト ナ ム 国 家 大 学
ハノイ人 文 社 会 科 学 大 学 ベ ト ナ ム ハ ノ イ 市 ○ ○ 1
ウ ィ ス コ ン シ ン 大 学
オ ー ク レ ア 校 アメリカ合衆国 オ ー ク レ ア 市 ○ 2
ミド ル テ ネシ ー 州 立 大 学 アメリカ合衆国 マーフリースボロー ○ 1 2
ク ィ ー ン ズ ラ ンド 大 学 オーストラリア ブ リ ス ベ ン ○ ○ 4 4
ス タ ー リ ン グ 大 学 スコットランド

連 合 王 国 ス タ ー リ ン グ ○ ○ 5
ウ ィン チ ェ ス タ ー 大 学 英 国 ウィン チ ェスタ ー ○ 5
ル ー ル 大 学 ボ ー フ ム ド イ ツ ボ ー フ ム ○ ○ 2 5
ソ ウ ル 市 立 大 学 校 韓 国 ソ ウ ル ○ ○ 1
西
セイ

南
ナン

交
コウ

通
ツウ

大 学 中 国 四 川 省 成 都 市 ○ ○ 1
ブ カ レ ス ト 大 学 ル ー マ ニ ア ブ カ レ ス ト ○ ○ 2 5
ベ ラ ル ー シ 国 立 大 学 ベ ラ ル ー シ ベ ラ ル ー シ ○ ○ 5

福 島 工 業 高 等
専 門 学 校

T
サ マ タ ー ト

hammasa t U
大 学

n i ve rs i t y タ イ バ ン コ ク ○ ○ 1
M
ミ ド ル セ ッ ク ス

i d d l e s e x U
大 学

n i v e r s i t y 英 国 ロ ン ド ン ○ ○ 5
リ ー ル 第 一 大 学
リ ー ル Ａ 技 術 短 期 大 学 仏 国 フ ラ ン ス ○ ○ 2 3 5
ヘルシンキメトロポリア応用科学大学
ト ゥ ル ク 応 用 科 学 大 学 フィン ランド ヘルシンキトゥルク ○ ○ 5

いわき明星大学 遼
リョウ

寧
ネイ

石 油 化 工 大 学 中 国 遼 寧 省 撫 順 市 ○ ○ 1
瀋
シン

陽
ヨウ

薬 科 大 学 中 国 遼 寧 省 瀋 陽 市 ○ ○ 1 1
福島県立医科大学 武

ブ

漢
カン

大 学 中 国 湖 北 省 武 漢 市 ○ ○ 1
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ふくしまの未来を拓く「強い人材」づくり
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文部科学省「大学間連携共同教育推進事業」

※この校正紙はプリンター出力です。実際の印刷とは色が異なります。


